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チータはどうして

はし

走るのが
はや

速いの 

●
はや

速く
はし

走るための
からだ

体のつくりができている 

 チータの
からだ

体は、小さい
あたま

頭、
ほそ

細くて
なが

長い
あし

足、
むね

胸や
あし

足の
きんにく

筋肉が
つよ

強く、ひきしまったどう
たい

体、

しなやかに
ま

曲がる
せ ぼ ね

背骨など、
はや

速く
はし

走ることができる、つくりになっています。 

 
からだじゅう

体中 が
きんにく

筋肉のかたまりで、
ちい

小さい
あたま

頭で
かぜ

風を
き

切り、やわらかい
せ ぼ ね

背骨で、
ぜんしん

全身をばねのよ

うにのばしたり
ちぢ

縮めたりしながら、
ぜんそくりょく

全速力で
はし

走るのです。 

 チータは、ネコの
な か ま

仲間に
はい

入ります。ふつうネコは、つめをしまっていて、
ひつよう

必要なときだけ

つめを
だ

出します。でも、チータのつめは、いつも
だ

出したままです。つめは、すごいスピード

で
はし

走るとき、
じ め ん

地面につきささって、スパイクの
や く め

役目をします。 

●チータは
たん

短きょりでは、いちばん
あし

足が
はや

速い 

 チータが７００メートル
はし

走る
じ か ん

時間をはかったら、２２.４
びょう

秒だったというデータがありま

す。これを
じ そ く

時速で
けいさん

計算すると、１１２.５キロメートルになります。チータは、
ぜんしん

全身をばね

のようにして
はし

走るので、すぐつかれてしまい、
え も の

獲物を
お

追いかけるときも、
さいこう

最高で５００メー

トル
いじょう

以上は
つづ

続けて
はし

走れません。チータがすごいのは、スタートして２
びょう

秒
ご

後には、
じ そ く

時速で７

２キロメートルも
だ

出せるところです。これは、レーシングカーでも、まねができないスピー

ドです。さらに、すごいのは、もうスピードで
はし

走っていたチータが、
しゅんかんてき

瞬間的に
と

止まること

ができる
てん

点です。
じ そ く

時速１００キロメートルも
だ

出している
じどうしゃ

自動車を、
と

止めようとして
きゅう

急ブレ

ーキをかけても、
じっさい

実際に
と

止まれるのは１００メートルも
さき

先の
ち て ん

地点になります。 

 
や せ い

野性のチータは、
え も の

獲物にできるだけ
ちか

近づき、にげる
え も の

獲物を１００～２００メートル
い な い

以内で

つかまえなければ、かりは
しっぱい

失敗で、
せいこうりつ

成功率は５０パーセント
い

以
か

下といわれています。 

                             （監修・今泉 忠明） 

 


